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知的財産権・・・・・・・「知的活動」の産物を保護

産業財産権

著作権

特許権・・・「発明≒アイデア」を保護

実用新案権、意匠権、商標権など~~
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研究背景 | 特許とは



国の戦略分析[1]

パテントマップの作成[2]

技術トレンドの分析[3, 4]

競合他社の分析[5]

etc.

研究背景 | 特許情報の分析による利益
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自動的に特許の重要性（信頼性）を分析したい

信頼性が疑わしい出願の増加[6] 審査請求を経て
登録されている

特許は長文・大量・難解

新規性・進歩性があるか

科学的におかしくないか

発明の効果を裏付ける実験を行ったか 5

研究背景 | 特許情報分析の障壁



特許の信頼性を表す客観的指標として、

効果を裏付ける評価実験に着目した研究はない

被引用数に着目した重要性の分析[7, 8]

テキストマイニングの手法を用いて新規性を分析[9, 10]
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研究背景 | 類似研究



動機

客観的指標に基づいて特許の信頼性を分析したい

目的

発明の効果が、ただのアイデアベースなのか、

客観性のある評価実験によるものかを判定したい
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研究背景 | 動機と目的



“発明の効果の信頼性”の定義

8

研究背景 | タスク定義

発明の効果が評価実験により裏付けられたとき、

その発明の効果は“信頼性が高い”と評価する。

本研究のタスク定義

特 許 文 書 中 の 発 明 の 効 果 と 、 そ れ を 裏 付 け る

客観的な評価実験を結びつける手法を開発する。
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Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特許文書
…
…
【特許請求の範囲】
【請求項１】
…
…

【発明の効果】
…
…
【実施例】
…
…
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特許文書
…
…
【特許請求の範囲】
【請求項１】
…
…

【発明の効果】
…
…
【実施例】
…
…

特許請求の範囲

請求項

特許の技術的範囲を記述

発明の効果は書かれない



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特許文書
…
…
【特許請求の範囲】
【請求項１】
…
…

【発明の効果】
…
…
【実施例】
…
…

発明の効果

発明が利用者に与える

便益やニーズ、進歩性



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特許文書
…
…
【特許請求の範囲】
【請求項１】
…
…

【発明の効果】
…
…
【実施例】
…
…

実施例

発明をどのようにして

実施するのかの具体例
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請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特開平10-237564（一部）

【請求項１】
～を特徴とする水素吸蔵合金の製造方法。
…
…
【発明の効果】
本発明によれば所期の水素吸収特性を有する水素
吸蔵合金が得られる。

【実施例】
～～。下記表１に記載の条件で活性化を施した後、
水素吸収量及び酸素含有量を測定した。



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特開平10-237564（一部）

【請求項１】
～を特徴とする水素吸蔵合金の製造方法。
…
…
【発明の効果】
本発明によれば所期の水素吸収特性を有する水素
吸蔵合金が得られる。

【実施例】
～～。下記表１に記載の条件で活性化を施した後、
水素吸収量及び酸素含有量を測定した。

Termextract



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特開平10-237564（一部）

【請求項１】
～を特徴とする水素吸蔵合金の製造方法。
…
…
【発明の効果】
本発明によれば所期の水素吸収特性を有する水素
吸蔵合金が得られる。

【実施例】
～～。下記表１に記載の条件で活性化を施した後、
水素吸収量及び酸素含有量を測定した。

効果を表さない



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特開平10-237564（一部）

【請求項１】
～を特徴とする水素吸蔵合金の製造方法。
…
…
【発明の効果】
本発明によれば所期の水素吸収特性を有する水素
吸蔵合金が得られる。

【実施例】
～～。下記表１に記載の条件で活性化を施した後、
水素吸収量及び酸素含有量を測定した。

請求項とマッチしたら
ノイズとして削除



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

特開平10-237564（一部）

【請求項１】
～を特徴とする水素吸蔵合金の製造方法。
…
…
【発明の効果】
本発明によれば所期の水素吸収特性を有する水素
吸蔵合金が得られる。

【実施例】
～～。下記表１に記載の条件で活性化を施した後、
水素吸収量及び酸素含有量を測定した。

効果語と定義



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

NTCIRの特許データ（1990～2000年）10万件

Gensim 3.8.3を利用

前処理

1. 英大文字から英小文字への変換

2. 全角英数字から半角英数字への変換

3. HTMLタグ<.*?>と特許タグ【.*?】の削除

4. ストップワードは使用なし

5. 形態素解析器: MeCab 0.996



Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

WMD(Word Mover's Distance)
文書間距離を計算する手法

【発明の効果】[ “水素 吸収 特性” ]

【実施例】 [ “活性 化”, “水素 吸収 量”, “酸素 含有 量” ]
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

WMD(Word Mover's Distance)
文書間距離を計算する手法

【発明の効果】[ “水素 吸収 特性” ]

【実施例】 [ “活性 化”, “水素 吸収 量”, “酸素 含有 量” ]

0.8
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

WMD(Word Mover's Distance)
文書間距離を計算する手法

【発明の効果】[ “水素 吸収 特性” ]
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Step1
請求項，実施例，発明の効果の抽出

Step2
各タグ内の専門用語の抽出

Step3
Word2Vecモデルの学習

Step4
WMDによる専門用語のマッチング
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提案手法 | 効果を裏付ける実験の抽出

WMD(Word Mover's Distance)
文書間距離を計算する手法

【発明の効果】[ “水素 吸収 特性” ]

【実施例】 [ “活性 化”, “水素 吸収 量”, “酸素 含有 量” ]

効果語の個数だけ、類似度上位のペアを取得

0.8 0.2 0.6
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提案手法 | 評価指標

- 評価データ

NTCIR-6の日本語公開特許公報全文データから、

1993～2002年 C22C（冶金分野）における特許62件を選択

- 評価指標

𝑚𝑒𝑎𝑛 𝑝𝑟𝑒𝑐𝑖𝑠𝑖𝑜𝑛 =
1

| 𝑫 |
෍

𝑑∈𝑫

| 𝑪𝑑 |

| 𝑬𝑑 |

𝑚𝑒𝑎𝑛 𝑟𝑒𝑐𝑎𝑙𝑙 =
1

| 𝑫 |
෍

𝑑∈𝑫

| 𝑪𝑑 |

| 𝑻𝑑 |

𝑫 ∶ 特許文書の集合

𝑑 ∶ 各特許文書

𝑪 ∶ 正しく抽出できた{効果語, 実験}の集合

𝑬 ∶ 抽出した{効果語, 実験}の集合

𝑻 ∶ 正しい{効果語, 実験}の集合

𝑨 ∶ 集合𝑨の要素の個数
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28

結果 | 評価指標の値

効果語の抽出 効果語○ → 実験 効果語○×→実験

𝑃 𝑅 𝑃 𝑅 𝑃 𝑅

0.34 0.81 0.72 0.93 0.24 0.66

- 𝑃𝑟𝑒𝑐𝑖𝑠𝑖𝑜𝑛 小（ノイズ多）

- 効果語抽出の手法を大きく改善する必要あり
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考察 | 効果語の抽出（エラー分析）

技術的な言葉がノイズとして未だ多く含まれている

エラーの8割が“連続鋳造装置”のような技術的な言葉

“低コスト”、“効率化”といった効果は誤り判定

エラーの2割が評価実験を行えない効果で構成されている

Termextractの仕様上、ひらがなを落としている

“引張強さ”といった効果を取得できていない
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考察 | 効果を裏付ける実験の抽出（エラー分析）

技術的な言葉がノイズとして未だ多く含まれている

実施例にも技術的な言葉が残っている

実験器具や装置名が類似度上位に現れる

“電極容量”に対して“電極セル”が対応するなど

元の効果が複合語ではない

ノイズ対策のために“強度”のような単純な単語は落としている。



分野依存である

実験を行う分野がそもそも化学・生物系限定

C22Cは特許数が少なく、参入企業も少ない

少数の企業が占めているから内容が似る

評価実験が行えない効果は信頼性が評価できない

安価に～、容易に～、などの効果は実験できないため、信頼性が低いとみなされる

31

考察 | 制約
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効果語抽出の精度向上

教師あり学習を用いたり、構文解析等を用いたノイズ削除を検討

効果と実験のまとめ上げ

各効果に対してどのような実験が行われているのかを調べる

出願特許の信頼性と、企業の成長度との相関を調べる

成長性の高い企業は、特許の信頼性も高いのではないか

33

今後の課題
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まとめ

特許文書中の発明の効果と、それを裏付ける

客観的な評価実験を結びつける手法を開発した。

実験との対応づけ
（WMD）

Word2Vecの学習
効果語抽出

（termextract）
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まとめ

特許文書中の発明の効果と、それを裏付ける

客観的な評価実験を結びつける手法を開発した。

実験との対応づけ
（WMD）

Word2Vecの学習
効果語抽出

（termextract）

教師あり学習や構文解析を用いた

精度向上（ノイズ削除）に取り組む


